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6月の訪問日

つなぐ、 はぐくむ、 あなたの未来へ。 JA 北九

JA北九の「今」を届ける広報誌

JAだより 6
26（月）
27（火）

28（水）

直
売
所
で

 

旬
の
野
菜
た
ち
が

　

　 待
っ
て
い
る
！

JA北九JA北九

02 ▶02 農の匠▶

　   10 特　  集▶ 第14回通常総代会地区別座談会の開催について
遠矢 敬二郎 さん （新規就農者） 小倉南区



contents

農業者の所得増大に向けて

農業生産の拡大にむけて

地域の活性化にむけて

い
ま
す
。
な
か
で
も
ナ
ス
は
研
修
時
か
ら
学
ん
で
い
た

こ
と
も
あ
り
就
農
後
も
栽
培
を
継
続
。
今
年
で
ナ
ス
栽

培
３
作
目
を
迎
え
ま
す
。

３
作
目
の
意
気
込
み

　「
就
農
し
て
、
一
人
で
や
っ
て
み
る
と
農
業
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
」と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
遠
矢
さ

ん
。
ナ
ス
栽
培
２
作
目
は
、
管
理
が
行
き
届
か
ず
病
害

に
遭
い
不
作
の
年
に
な
っ
た
と
話
し
ま
す
。
今
作
は
、

２
作
目
の
経
験
か
ら
土
壌
改
善
や
管
理
方
法
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
栽
培
面
積
を
広
げ
収
量
を

上
げ
て
い
く
こ
と
も
計
画
中
で
す
。

　「
安
定
し
た
経
営
で
農
業
を
し
て
い
き
た
い
の
で
、
資

材
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
良
い
モ
ノ
を
作
れ
る
よ
う
実
践

中
で
す
」と
経
営
面
も
考
え
な
が
ら
収
量
を
上
げ
れ
る

よ
う
今
作
も
気
合
が
入
り
ま
す
。

新
た
な
志
で
挑
戦

　
遠
矢
さ
ん
に
今
後
の
目

標
を
伺
う
と
、「
今
後
ナ
ス

は
共
販
で
の
出
荷
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

今
は
、
し
っ
か
り
出
荷
で
き

る
よ
う
収
量
と
も
に
品
質

も
上
げ
る
こ
と
が
目
の
前
の
目
標
で
す
」と
応
え
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、「
直
売
所
出
荷
用
に
色
々
な
品
目
や
品

種
の
栽
培
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
栽
培

す
る
楽
し
み
が
広
が
り
ま
す
。

　
最
後
に「
正
直
、
就
農
前
に
抱
い
て
い
た
飲
食
店
を
開

業
す
る
と
い
う
目
標
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

目
標
が
変
わ
っ
て
も
楽
し
く
農
業
を
や
れ
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
す
遠
矢
さ
ん
。
農
業
に
対
す
る
や
り
が
い

と
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
日
々
技
術
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

大
き
な
決
断

　
就
農
し
て
３
年
目
の
遠
矢 

敬
二
郎
さ
ん
。
千
葉
県
の

飲
食
店
で
勤
務
し
て
い
た
頃
、「
自
分
で
作
っ
た
食
材

を
使
っ
て
飲
食
店
を
経
営
し
た
い
」と
い
う
気
持
ち
か

ら
地
元
、
北
九
州
市
で
就
農
を
決
意
。
帰
郷
後
は
、
県
と

市
の
新
規
就
農
者
向
け
の

育
成
研
修
で
実
践
的
な
栽

培
技
術
を
学
び
就
農
し
ま

し
た
。

　
現
在
、
ナ
ス
、
ズ
ッ
キ
ー

ニ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ホ
ウ
レ

ン
草
、
大
葉
春
菊
を
栽
培
し

主
に
直
売
所
へ
出
荷
し
て
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JA北九 Instagram

JA北九 公式アカウント

旬な情報を
お届けします！

「JA北九 TAC通信」

では、さまざまな

営農経済情報
を配信していきます。

生産者向け

16 うまカーローンキャンペーン
JA住宅ローン

10 特集
第14回通常総代会
地区別座談会の開催について

経済部だより

声をつなぐ！！　ＴＡＣ通信

13 スマイルキッズ・理事会だより
知恵の泉

14 JA北九からのお知らせ

12 地元農畜産物を使った
料理レシピの募集について
楽菜クッキング

15 お便りコーナー・訃報・やすらぎ会館PR
クロスワードパズル

今月のJAさん
女性部と青年部の活動報告

フォトスケッチ

北九トピックス
小学生児童「高倉びわ」
袋掛け体験学習 など

農の匠

遠矢　敬二郎 さん（小倉南区）

と
お
や

遠
矢
　
敬
二
郎

け
い
じ
ろ
う

（42）（
新
規
就
農
者
）小
倉
南
区

さ
ん

「若松水切りトマト」ＴＶ番組でＰＲ など

長さ20㌢程度で収穫します ズッキーニは人工授粉の方が
上手に生育します

新
た
な
志
か
ら
生
ま
れ
た

課
題
と
目
標
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青年部は本店で第14回青年部総会を開催しました。
令和４年度の活動報告・収支決算、令和５年度の新役
員・福岡県青協委員の選出など４議案すべて承認され
ました。女性初の県青協委員に選出された遠賀中間支
部の松井美里氏は「盟友に心を寄せて、農業者の声を
県青協を通じて届けていきたい」と話し、令和４年度
に県青協委員を務めた西部支部の大庭充裕氏から引
き継ぎノートと県青協バッチが授与されました。ま
た、新たな盟友６人が紹介されました。

女性部は本店で第14回女性部総代会を開催しまし
た。令和４年度の活動報告・収支決算、令和５年度の新
役員など４議案すべてが承認され、新代表部長には松
本すが子氏が就任しました。また、令和５年度は、フ
レッシュミズ組織を設立し活動を開始します。参加者
全員でJA女性の歌「明日輝くために」を合唱し総代会
を終えた後、「女性目線！いつもともしもの安心術」を
テーマに講演が行われました。

４月25 日 女性部総代会

　入組から32年、主に葬儀に関わる業務を担当して
きました。JA北九の葬祭場「やすらぎ会館」は遠賀
郡、北九州市に６斎場あり、地域の斎場として皆様か
らご利用いただいております。ご喪家に寄り添い、JA
に葬儀をお願いしてよかったと言っていただけるよ
う、これからも頑張ってまいります。
　旅行や鉄道が好きで列車に乗ってよく遠方に出か
けたりしています。

葬祭部葬祭課　葬儀担当

後藤　正行
ごとう      まさゆき

JA 北九管内の事業所の 
JA 職員や組織部員さんをご紹介します！

４月 7 日 青年部総会

JA 北九　やすらぎ会館JA 北九　やすらぎ会館

姫路城明石海峡大橋

ノートと県青協バッチ授与 挨拶する松井美里県青協

挨拶する松本すが子代表部長 講演の様子

や
す
ら
ぎ
会
館
で
は
随
時
、

事
前
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
会
館
で
は
随
時
、

事
前
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

若松区で稲作に取り組む農事組合員で構成する普通作部会は、若松支
店で総会を開催しました。令和4年度の事業実績・収支決算
報告、無人航空機防除による水稲防除を含む令和5年度の事
業計画および予算などすべての議案が承認されました。

若松支店若松支店

西部営農経済センターと北
九州普及指導センター職員
は、若松区でトマトを栽培・
出荷している生産者を巡回
し、トマトやミニトマトの
生育状況や栽培
管理などについ
て確認しました。

44

4

4

4

116

14

24

21

「若松水切りトマト」ＴＶ番組でＰＲ

赤とんぼ米研究会は遠賀営農経済センターで育苗講習会を開催し
ました。北九州普及指導センター職員が播種後から田植えに向け
た育苗管理について説明し、講習会後には生産者のハウスにて実
際に育苗状況を確認しながら、生産者同士で情報を共有しました。

小倉南区の下吉田地区の水田ではレンゲの花が満開となっていました。
4月20日以降に緑肥としてすき込みが行われ、本格的な水稲
栽培が始まりました。出来上がった米はレンゲ米としてＪＡ
の直売米としても販売されます。

遠賀営農経済センター敷地内
で、ナス、トマトなど夏野菜苗
の販売会を開催しました。早
朝から苗を買い求
める来場者で賑わ
いました。

4
27 遠賀中間地区水稲農作業受託組合 総会

若松区で「若松水切りトマト」を栽培している大庭始氏は
NHKのＴＶ取材を受けました。小ぶりで糖度９度以上と甘
みの詰まった「若松水切りトマト」の栽培のこだわりや食べ
方などをPRしました。

花き部会は本店で総会を開催し、管内で鉢物や切花、苗を栽培・
出荷している部会員が出席しました。令和4年度の活
動報告・収支決算、令和5年度の活動計画および予算、
新たな役員体制などについて承認されました。

遠賀中間地区水稲農作業受託組合は遠賀営農経済セ
ンターで総会を開催し、令和４年度の活動報告や収支
決算、令和5年度の活動計画・方針、予算などについて
協議、承認しました。

本店本店

小倉南区小倉南区

遠賀営農経済センター遠賀営農経済センター

若松区若松区

赤とんぼ米育苗講習会

 花き部会 総会

普通作部会 総会

若松トマト巡回

岡垣町岡垣町

遠賀営農経済センター遠賀営農経済センター

夏野菜苗販売
4
14 16～

講習会講習会 若松水切りトマト若松水切りトマト

水稲レンゲ満開4
17

若松区若松区
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JA 北九での行事や活動をご紹介します北九トピックス
麦
作
部
会
　
総
会

採
種
用
大
麦
「
は
る
か
二
条
」

出
穂
期
審
査
合
格

「
合
馬
た
け
の
こ
」
出
荷
目
合
わ
せ
会

若
松
ク
イ
ー
ン
・
若
松
潮
風
R
プ
レ
ミ
ア
ム

栽
培
始
ま
る

　
採
種
部
会
は
４
月
５
日
、北
九
州
市
八
幡
西
区
で
栽

培
し
て
い
る
採
種
用
大
麦「
は
る
か
二
条
」の
出
穂
期

の
ほ
場
審
査
を
受
け
、す
べ
て
の
ほ
場
で
基
準
を
満
た

し
合
格
し
ま
し
た
。
部
会
員
立
ち
合
い
の
も
と
、福
岡

県
米
麦
品
質
改
善
協
会
、八
幡
農
林
事
務
所
、北
九
州

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
、北
九
州
市
西
部
農
政
事
務
所
、

Ｊ
Ａ
の
職
員
ら
が
、小
雨
が
降
る
中
、栽
培
ほ
場
の
立

札
を
確
認
し
な
が
ら
雑
草
や
異
種
株
の
有
無
、穂
ぞ
ろ

い
な
ど
項
目
ご
と
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
生
産
さ
れ
る
大
麦
種
子
は
県
内
で
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
産
に
つ
い
て
も
天
候

に
恵
ま
れ
生
育
は
順
調
。
審
査
後
は
、部
会
員
へ
審
査

結
果
の
報
告
と
、赤
か
び
病
防
除
な
ど
今
後
の
栽
培
管

理
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。
刈
取
り
前
の
最

終
審
査
で
の
合
格
、例
年
同
様
良
質
な
種
子
の
生
産
を

目
指
し
、栽
培
管
理
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

　
４
月
12
日
、Ｊ
Ａ
北
九
は
Ｃ
Ｅ（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
）と
Ｒ
Ｃ（
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
）機
能
等
の
再
構
築
に
向

け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
北
九

で
は
１
つ
の
Ｃ
Ｅ
、４
つ
の
Ｒ
Ｃ
を
保
有
し
、土
地
利
用
型
農

業
の
基
幹
施
設
と
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
老
朽
化

や
、作
付
け
体
系
の
変
化
に
伴
い
、施
設
機
能
の
見
直
し
が
必

要
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、営
農
部
門
、経
営
企
画
部
門
、Ｊ

Ａ
全
農
コ
ン
サ
ル
部
門
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、約
１
年
間
を

目
途
に
、施
設
の
集
荷
体
制
の
調
査
や
生
産
組
織
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、建
替
、改
築
、集
荷
体
制
の
見
直
し
な

ど
、合
理
的
な
改
善
対
策
、施
設
の
在
り
方
等
を
研
究
、検
討

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
日
は
本
店
で
Ｊ
Ａ
全
農
コ
ン
サ
ル
部

門
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
今
後
の
進
め
方
、工
程
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
４
月
20
日
、西
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
と
北
九
州

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
は
若
松
区
で
栽
培
し
て
い
る
小

玉
ス
イ
カ「
若
松
ク
イ
ー
ン
」と
、大
玉
ス
イ
カ「
若
松

潮
風
®
プ
レ
ミ
ア
ム
」の
定
植
前
後
の
ほ
場
巡
回
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
有
利
販
売
に
向
け
出
荷
時
期
、品
質
管
理
を
徹
底

す
る
た
め
、定
植
時
期
や
生
育
状
況
を
生
産
者
か
ら
聞

き
取
り
、J
A
に
て
取
り
ま
と
め
、生
産
者
と
と
も
に

出
荷
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
3
月
か
ら「
若
松
ク

イ
ー
ン
」の
ハ
ウ
ス
栽
培
の
定
植
を
終
え
、露
地
に
つ

い
て
も
概
ね
順
調
で
す
。「
若
松
ク
イ
ー
ン
」は
6
月

上
旬
、「
若
松
潮
風
®
プ
レ
ミ
ア
ム
」は
７
月
上
旬
以

降
出
荷
を
開
始
す
る
見
込
み
で
す
。

　「
合
馬
た
け
の
こ
」が
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
、出
荷
量
が
１

ケ
ー
ス
２
㌔
中
心
か
ら
１
ケ
ー
ス
４
㌔
中
心
と
な
っ
た
４
月

２
日
、合
馬
た
け
の
こ
出
荷
組
合
は
、山
本
集
出
荷
場
で
出

荷
目
合
わ
せ
会
を
開
き
ま
し
た
。「
合
馬
た
け
の
こ
」の
皮
の

色
や
形
、根
の
落
と
し
方
な
ど
を
生
産
者
が
手
に
取
り
な
が

ら
確
認
し
、生
産
者
同
士
の
目
線
を
統
一
し
ま
し
た
。
同
部

会
で
は
、連
日
出
荷
す
る「
合
馬
た
け
の
こ
」の
箱
を
開
封
し

出
荷
規
格
を
厳
し
く
検
品
。
ま
た
、梱
包
時
に
重
量
を
計
測

す
る
秤
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
を
検
査
す
る
な
ど
、関

西
の
料
亭
な
ど
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る「
合
馬
た
け
の
こ
」の

品
質
維
持
・
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
か
ら
出
荷

を
開
始
し
た
令
和
４
年
産
は
裏

年
の
た
め
、出
荷
量
は
表
年
の

令
和
３
年
産
よ
り
少
な
く
、４

月
17
日
に
出
荷
を
終
え
ま
し
た
。

やさい畑おんが店やさい畑おんが店 本店本店

岡垣町岡垣町

や
さ
い
畑
お
ん
が
店
新
店
舗
完
成

竣
工
式
典
開
催

Ｃ
Ｅ
・
Ｒ
Ｃ
再
構
築
に
向
け
て

農
業
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
で
農
業
に
理
解
を

　
Ｊ
Ａ
北
九
は
、新
築
建
替
工
事
を
進
め
て
い
た
直
売
所
や

さ
い
畑
お
ん
が
店
が
完
成
し
、４
月
３
日
に
竣
工
式
典
を
開

催
し
ま
し
た
。
同
店
舗
は
建
物
の
老
朽
化
、直
売
所
機
能
の

強
化
を
目
的
に
、令
和
４
年
10
月
よ
り
新
築
建
替
工
事
を
開

始
。
建
替
工
事
を
行
う
店
舗
の
隣
の
敷
地
の
仮
設
店
舗
に
て

営
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
神
事
は
遠
賀
郡
遠
賀
町
の
浅
木

神
社
の
禰
宜
に
よ
り
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、Ｊ
Ａ
役
職
員
や

施
工
業
者
な
ど
関
係
者
が
参
列
。
森
克
己
代
表
理
事
組
合
長

ら
が
玉
串
奉
奠
を
行
い
ま
し
た
。
森
克
己
代
表
理
事
組
合
長

は「
関
係
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
立
派
な
施
設
が
完
成
し
た
。

生
産
者
と
消
費
者
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
、

地
元
農
業
と
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
」と
関
係
者
へ
の

感
謝
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
４
月
20
日
か
ら
新
店
舗
で
の

営
業
を
開
始
し
、４
月
23
日
ま
で
の
期
間
中
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、店
内
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
麦
作
部
会
は
４
月
24
日
、遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

で
第
49
回
麦
作
部
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
４

年
度
の
活
動
報
告
・
収
支
決
算
、新
役
員
の
承
認
、令
和

５
年
度
の
活
動
計
画
・
収
支
予
算
な
ど
４
議
案
す
べ
て

が
承
認
さ
れ
、新
部
会
長
に
は
㈱
ア
グ
リ
キ
ュ
ー
ル
Ｉ

ｗ
ａ
ｓ
ａ
ｋ
ｉ
代
表
の
岩
崎
公
彦
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、令
和
４
年
産
麦
の
生
産
に
貢
献
し
た
と
し
て
、大

麦
の
部
で
は
俵
口
拓
人
氏
、小
麦
の
部
で
は
㈱
ア
グ
リ

キ
ュ
ー
ル
Ｉ
ｗ
ａ
ｓ
ａ
ｋ
ｉ
代
表
の
岩
崎
公
彦
氏
へ
、

前
部
会
長
の
牧
野
謙
二
氏
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、総
会
前
に
は
情
勢
報
告
会
を
開
催
、Ｊ
Ａ

全
農
ふ
く
れ
ん
職
員
か
ら
麦
の
情
勢
や
需
給
見
通
し
、

実
需
者
か
ら
の
意
見
・
要
望
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
26
日
、遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
は「
岡
垣
町
農

業
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー

は
消
費
者
に
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、岡
垣
町
の
農
業
委
員
会
が
主
催
し
て
お
り
、同
町
の

小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教
員
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
こ
の
日
、

ト
マ
ト
の
選
果
場
や
イ
チ
ゴ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

で
の
作
業
に
つ
い
て
、カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

の
米
・
麦
・
大
豆
の
集
荷
の
仕
組
み
や
等
級
の
判
定
基
準
、

学
校
給
食
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
職

員
が
説
明
し
ま
し
た
。「
１
食
１
杯
で
も
お
米
を
食
べ
て

も
ら
い
、消
費
が
増
え
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
」と
学
校

給
食
で
子
ど
も
た
ち
に
地
元
産
の
米
や
農
産
物
を
食
べ

て
も
ら
う
こ
と
で
、食
育
と
消
費
拡
大
に
繋
げ
る
取
り

組
み
に
理
解
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
で
は
他
に

も
同
町
の
ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ
の
生
産
ほ
場
を
訪
れ
、生

産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

山本集出荷場山本集出荷場八幡西区八幡西区

遠賀営農経済センター遠賀営農経済センター 若松区若松区 遠賀営農経済センター遠賀営農経済センター

小
学
生
児
童
「
高
倉
び
わ
」

袋
掛
け
体
験
学
習

　
４
月
13
日
、Ｊ
Ａ
北
九
ビ
ワ
部
会
は
俵
口
徹
部
会
長
の

遠
賀
郡
岡
垣
町
の
園
地
で
、岡
垣
町
立
内
浦
小
学
校
の
児

童
ら
を
対
象
と
し
た「
高
倉
び
わ
」の
袋
掛
け
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。
福
岡
県
の
ビ
ワ
生
産
量
１
位
を
誇
る
産

地
で
あ
る
同
町
の
特
産「
高
倉
び
わ
」は
、１
０
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
、ハ
ウ
ス
と
露
地
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
、事
前
学
習
で「
美
味
し
く
育
っ
て
ね
」な
ど
の

ビ
ワ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
袋
を
準

備
。
俵
口
部
会
長
や
北
九
州
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
、Ｊ
Ａ

職
員
に
教
わ
り
な
が
ら
、鳥
や
虫
の
食
害
、変
色
や
キ
ズ

を
防
ぐ
た
め
、１
房
２
～
３
つ
の
蕾
に
対
し
１
袋
ず
つ
袋

掛
け
を
行
い
ま
し
た
。
６
月
に
は
収
穫
体
験
学
習
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
４
月
27
日
に
も
同
町
の
吉
木
小
学
校
の
児

童
を
対
象
に
ビ
ワ
部
会
の
深
田
明
俊
氏
の
園
地
で
体
験

学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
部
会
の
令
和
５
年
産「
高
倉

び
わ
」は
３
月
17
日
に
ハ
ウ
ス
栽
培
の
出
荷
を
開
始
、地

元
の
直
売
所
な
ど
で
も
販
売
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

新役員あいさつ新役員あいさつ
袋掛けについて袋掛けについて
説明する深田氏説明する深田氏

若松クイーン定植後の様子若松クイーン定植後の様子

検品の様子検品の様子

米の等級など米の等級など
について説明▶について説明▶

地域の活性化にむけて
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声をつなぐ!!

TOKOTON  ATTE  COMMUNICATION

　J
A
北
九
独
自
農
業
振
興
支

援
策
は
、自
己
改
革
に
掲
げ
る

「
農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生

産
の
拡
大
・
地
域
の
活
性
化
」の

見
え
る
化
を
目
的
と
し
、農
業
振

興
支
援
特
別
積
立
金
を
活
用
し

て
管
内
の
農
業
お
よ
び
協
同
組

合
運
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

新
た
な
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
施
策
は
６
施
策
。そ

の
中
で
も
特
に
生
産
者
と

T
A
C
が
協
力
し
て
取
り
組
む

「
販
売
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
」

「
食
農
活
動
支
援
」を
強
化
。よ
り  令和５年度（第４次）農業振興支援策発表

今年度の支援メニューが
決定しました！

令和４年度支援結果の報告

幅
広
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
計
画
を
支

援
で
き
る
よ
う
に
要
件
を
整
備

し
ま
し
た
。

　
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
対
話
活
動
を

基
に
毎
年
見
直
し
て
い
ま
す
。

T
A
C
訪
問
の
際
に
は
皆
さ
ま
の

ご
意
見
、ご
要
望
を
お
聞
か
せ
願

い
ま
す
。

　
次
世
代
対
策
、資
材
高
騰
、物

流
の
２
０
２
４
問
題
な
ど
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
が
、支
援
策
を
活

用
し
て「
地
域
農
業
の
振
興
」を

共
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

振興支援策は農家組合員とJA北九との対話活動を基に進化していきます。
今後も部会の会議やTAC訪問の際には、皆様の意見・要望をお聞かせください。

令和５年度（第４次）農業振興支援策メニュー 詳細

経営向上 1

2

3

4

5

6

販売チャレンジ
支援

大型特殊免許
取得支援

農業大学養成科
就学支援

新規就農支援

廃プラ・廃農薬
回収促進支援

食農活動支援

組合員組織
（品目部会など）

正組合員及び
正組合員と同一世帯家族

正組合員及び
正組合員と同一世帯家族

JA部会に加入している正組合員
及び正組合員と同一世帯家族

取組計画を審査し
支援額を決定

25 万円／件

25 万円／件

2 万円／件

組合員組織
（青年部、女性部など）

分野 No. 施策名 概要 対象者 支援金額

技術向上

環境への配慮

組織活動支援

JA北九農業ビジョン実現に向け部会員と
営農指導員とが協力して取り組む新たな
チャレンジを支援する。

2019 年に改正された道路運送車両法を順守し、
技術の向上及び組合員の安全確保を目的に大型
特殊免許の取得に対し、費用の一部を支援する。

親元就農に向けた取り組みを支援

産地の担い手を確保し地域農業や組織の
活性化を支援する。

農薬の安全使用の促進、廃プラ投棄防止
による環境への配慮等の適切な処理を支
援する。

食と農を通じた地域の活性化に貢献する
新たな取り組みを支援する。

       
・ＪＡ北九で回収処理をした廃プラ回収
　費用のうち       以内（上限１万円）
・ＪＡ北九で回収処理をした廃農薬回収
　費用のうち       以内（上限１万円）

令和５年４月１日以降、①認定新規就
農者かつ②正組合員かつ③共販出荷
もしくは JA 直売所での出荷がある者

取組計画を審査し支援額
を決定（　　支援を原則
とする）

 令和５年４月１日
 ～令和６年３月３１日
 3,000万円
　＊具体的な要件についてはホームページをご確認ください。

施策実施期間

支援予算総額

支援メニュー

販売力強化へのチャレンジ支援

稲作の品質向上支援

大型特殊免許取得支援

農業大学養成科就学支援
新規部会加入者支援
廃プラ・廃農薬回収促進支援　　
食農支援

・若松クイーンのブランド力強化　・小倉の桃太郎ブランド力強化
・若松潮風®プレミアムブランドの拡大　・JA北九麦作部会集約経費負担増に対する費用助成
・小倉の大豊ブランドの周知ならびに販売促進　・びわの1次選別およびパッケージ作業の効率化

令和３年施策に対する支援（約１,２８０件）

令和４年施策（予約価格に折込）の年度内供給分に対する支援
１２件の免許取得を支援
１件の就学を支援
3件の就学を支援

302件の回収促進を支援
・遠賀中間支部青年部の情報発信力強化を支援　・食農活動等におけるJA北九青年部アピールを支援

支援内容

支援内容
・若松クイーンのブランド力強化　・小倉の桃太郎ブランド力強化
・若松潮風®プレミアムブランドの拡大　・JA北九麦作部会集約経費負担増に対する費用助成
・小倉の大豊ブランドの周知ならびに販売促進　・びわの1次選別およびパッケージ作業の効率化

令和３年施策に対する支援（約１,２８０件）

令和４年施策（予約価格に折込）の年度内供給分に対する支援（約850件）
１２件の免許取得を支援
１件の就学を支援
3件の就学を支援

302件の回収促進を支援
・遠賀中間支部青年部の情報発信力強化を支援　・食農活動等におけるJA北九青年部アピールを支援

支援額

334 万円

1,197 万円
361 万円
24 万円
25 万円
75 万円

79 万円
14 万円

2,109 万円

　組合員の皆様には、ＪＡ北九をいつもご利用頂き、誠にありがとうございます。

　さて、令和２年１０月１日より機構改革にて農機センター（旧遠賀農機センター・旧若松農機セ

ンター・旧東部農機センター（旧東谷農機センター含む））を一元化し、３年目を迎えました。担

当者へ連絡が必要な際は、下記農機センターへご連絡頂きますようお願い致します。時期によ

り、お電話が繋がりにくい場合もございますが、ご理解の程お願い致します。

　農林水産省より令和5年３月に発生した「農作業死傷事故」は15件で農業機械作業に係る死傷事故は12件、この内、

８件は農業機械の転落・転倒によるものであり、５名が亡くなられています。

　全国的に田植機を使用する機会が増える時期となりましたが、田植機は重心が高く、転落・転倒のリスクが高い機械

です。「操作ミスをしないように気を付ける」では事故は防げません。

　田植機を操作する際の「具体的な対策」を徹底しましょう。

農機センターご連絡先のお知らせ農機センターご連絡先のお知らせ

田植機など農業機械の転落・転倒に注意！田植機など農業機械の転落・転倒に注意！

ＪＡ北九　農機センター
遠賀町別府３４７８住   所

連 絡 先 （０９３）‐２９３‐３９９１

営業時間 8時30分～17時（土日祝営業中）

アユミ板の長さに注意!

荷台の高さの４倍以上の長さのものを使用してください。

狭い道を進むときは気を付けて!

狭い道路は補助者が誘導するようにしてください。

路肩は草刈りをしてポールなどの目印を設置してください。

人を「重り」代わりにしないで!

重心が崩れたときに転落・転倒してしまう危険があります。

安全な運転を心がけてください。

お互いに声を掛け合って「事故ゼロ」を達成しましょう
引用元：農林水産省HP　〈令和５年春の農作業安全確認運動について〉より
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/index.html

9 8



通常総代会地区別座談会
の開催について

第 14 回

ご出席依頼

記

　新緑の候、益々ご清祥のことと、お慶び申し上げます。

　また、日頃よりJA事業につきましては、格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　さて、みだしの件につきまして、第14回通常総代会を開催するにあたり、総代会に提出

する議案の説明をかねて座談会を開催しますので、ご多忙の折とは存じますが、ご出席を

お願い致します。

　なお、厚生労働省は、マスクの着用につきましては個人の主体的な選択を尊重し、着用

は個人の判断が基本となりますが、当JAでは、会場内でのマスク着用を推奨いたします。

役職員につきましては、組合員の皆様の健康と安全を最優先に考え、『マスクを着用する』

ことで、ご理解願います。

地区名 開催日 開催時間 開催場所 該当支店名

遠賀中間

西部

東部

令和５年６月６日（火） 18：00 遠賀生産センター

令和５年６月７日（水） 10：00 中間支店

〃 13：30 遠賀支店

令和５年６月１日（木） 10：00 香月支店 香月

〃 13：30 木屋瀬支店

令和５年６月２日（金） 10：00 折尾支店

〃 13：30 若松支店

令和５年６月５日（月） 10：00 八幡支店

〃 13：30 大蔵支店

令和５年６月７日（水） 10：00 門司支店

〃 14：00 小倉東購買店舗

〃 18：00 西中支店

令和５年６月８日（木） 10：00 小倉支店

〃 18：00 石田支店

令和５年６月９日（金） 18：00 東谷支店

木屋瀬

折尾・三ヶ森

若松

八幡・穴生

大蔵

門司

曽根

西中

小倉

石田

東谷

遠賀・岡垣・

水巻・芦屋・

中間

第14回通常総代会　提出議案

（１）令和4年度事業報告及び財務諸表等について

（２）令和5年度事業計画について　ほか

座談会内容

開催日程

※会場はお近くの開催場所へご出席を賜りますよう、お願い致します。

　資料につきましては、各会場に準備しています。

第14回通常総代会開催日程について

日時

場所

令和５年６月29日（木）午前９時30分～

なかまハーモニーホール

総代

※対象の総代の皆様へは別途開催通知を６月に郵送させていただきます。�

参集対象

11 10



信用の供与について
遠賀支店　固定変動型事業資金
営業店システム危機管理計画書および営業店システム移行対策
本部要領の制定について
定款の一部変更並びに諸規程等の一部変更について
定款及び定款附属書総代選挙規程の一部変更について（案）
第14回通常総代会の招集及び議決権行使書面の取扱いについて
第14回通常総代会提出議案について
令和５年度事業計画について（案）※主要数値目標
内部統制基本方針の見直しの要否について
第４次（令和５年度）農業振興支援策基本方針（案）について
令和３年産米の最終清算について 
春季要求について

1

2

3

4

５

6

7

8

9

10

1

2

3

4

５

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

ＪＡ北九特別調査委員会調査報告書について
令和４年度決算及び事業報告について（案）
令和４年度３月末主要事業実績について
ＪＡ北九ＣＥ・ＲＣ再構築の研究・検討について
組合員のアクティブメンバーシップ・地域の活性化取組方針について
内部統制基本方針運用状況（３月末基準）について
令和４年度下半期コンプライアンスプログラムの取組結果について
令和４年度第４四半期反社会的勢力等対応に関する定期報告について
令和４年度下半期自主検査結果について
令和４年度下半期相談・苦情等の対応状況について
令和４年度下半期事務ミス等の発生状況について
５月行事予定について
令和５年度第１四半期ＡＬＭ委員会における協議・決定事項について
令和４年度３月末組合員・出資金の異動状況について
令和４年度３月末員外利用の状況について
ＪＡ北九意見箱の報告について
令和６年度採用職員の初任給見直しについて
利益相反取引の実行結果について
理事会決裁分の貸付実行報告について
内部監査報告について
その他

議案

報告事項

日時
場所

定例理事会第1回
令和５年４月28日（金）９：３０～
本店２階会議室1

全議案が可決、承認されました。

令
和
５
年
２
月
末

J
A
北
九
意
見
箱「
知
恵
の
泉
」の
報
告
に
つ
い
て

要
望

令
和
5
年
2
月
22
日

岡
垣
支
店 

受
付

金
融
業
務
部

A
T
M
の
機
械
で
硬
貨
の
出
し
入
れ
が
出
来
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。（
窓
口
が
開
い
て
い
な
い
時
間
帯
に
出
し
入
れ

出
来
ず
不
便
な
た
め
。）

A
T
M
は
各
店
舗
に
１
台
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

硬
貨
を
使
用
す
る
と
な
る
と
お
一
人
あ
た
り
の
A
T
M
使

用
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。ま
た
、
汚
損
・
変
形
し
た
硬

貨
の
使
用
は
故
障
の
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、硬
貨
の
使

用
は
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

回
答

①
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
強
化
し
て
く
だ
さ
い
。
作
物
の
有

利
販
売
を
強
化
し
て
下
さ
い
。
直
売
所
で
い
つ
も
売
れ

残
っ
て
い
ま
す
。

②
直
売
所
と
営
農
指
導
部
の
連
携
を
強
化
し
て
く
だ

さ
い
。
直
売
所
の
多
種
作
物
を
出
す
営
農
指
導
強
化
を

お
願
い
し
ま
す
。

店
舗
毎
の
農
産
物
の
消
費
動
向
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
出
荷
者
・
店
舗
・
本
店
間
の
情
報
共
有
に
よ
り
品
揃

え
の
充
実
と
多
様
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
販
売
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。
又
、
農
産
物
直
売
所
と
し
て「
地

元
の
店
舗
で
、
地
元
生
産
品
で
お
客
様
を
満
足
さ
せ
る
」

を
基
本
と
し
た
店
舗
の
機
能
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
営
農
部

直
売
部
と
連
携
を
図
り
、栽
培
講
習
会
等
の
内
容
を
充

実
す
る
こ
と
で
、よ
り
良
い
栽
培
指
導
と
な
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

令
和
5
年
1
月
27
日

木
屋
瀬
支
店 

受
付

①
直
売
部

回
答

要
望

出
資
金
限
度
額
を
２
０
０
万
円
か
ら

5
0
0
万
円
程
度
に
引
上
げ
を
お
願
い
し

ま
す
。そ
れ
に
伴
い
自
己
資
本
比
率
が
上
昇

し
、健
全
経
営
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

要
望

令
和
5
年
2
月
10
日

西
中
支
店 

受
付

令
和
４
年
３
月
末
現
在
、
自
己
資
本
比
率

は
、
11・ 

91
％
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
J
A
を

経
営
し
て
い
く
上
で
、
必
要
か
つ
十
分
な
自

己
資
本
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
（
国
内
基

準
4
％
以
上
、
J
A
バ
ン
ク
自
主
基
準
8
％

以
上
）
。
今
後
も
安
定
経
営
に
努
め
る
こ
と

で
自
己
資
本
の
拡
充
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、

出
資
金
の
限
度
額
は
現
状
維
持
で
考
え
て

お
り
ま
す
。

総
務
部

回
答

い
つ
も
ア
ジ
を
買
う
時
、
頭
を
切
り
落
と
し

て
あ
り
ま
す
が
、
頭
付
き
の
ま
ま
で
残
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

要
望

令
和
5
年
2
月
13
日

か
っ
ぱ
の
里 

八
幡
店 

受
付

頭
付
き
の
ア
ジ
の
ご
入
用
の
際
は
、
店
舗

に
て
店
頭
販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
お

声
掛
け
下
さ
い
。

直
売
部

回
答

　日頃皆さんが食べている料理レシピについて、教えてください!
ご提供いただいた料理レシピはJA北九の広報誌や

ホームページ・SNS（インスタグラム）などへの
掲載を通じて、地元農畜産物のPRに活用させていただきます。
　JA北九の直売所や管内で出荷されている農畜産物を使った

自慢の料理レシピをお待ちしています!

●応募者氏名

●応募者住所・電話番号

●料理レシピ内容
①料理名 ②材料（●人分） ③作り方
●料理写真
暗すぎず、料理にピントが合った写真

応募方法 必要事項
任意の様式に必要事項を明
記、添付の上メールまたは郵
送にて応募先までお送りく
ださい。
※メールで提出する場合はメール

本文に料理レシピを記載してい
ただいて構いません。

掲載された
レシピ１件につき
農協商品券1,000円分を
進呈致します。
※提供いただいた写真については、郵送

の場合は返送させていただきます。
※インターネット上などで既に公開されて

いる料理レシピや写真は、事務局で検証
の上対象外とさせていただきます。

記念品

E-mail kouhou@ja-kitayku.or.jp
郵　　送 〒807‐1263 北九州市八幡西区金剛２丁目３番３号
 北九州農業協同組合 広報担当 宛

応募先

トマトコンポート
Ⓐ
　砂糖 ………… 25g
　白ワイン ……… 50ml
　水 ………… 150ml
　ミニトマト …… 4個
トマトジャム
Ⓑ
　完熟トマト …… 1個
　砂糖 ………… 25g
　レモン汁…大さじ 1/2

材料（4個分）

トマトのシャルロット
身近な野菜で手作りスイーツ

出典●JミルクWEBサイト「ミルクレシピ」

水 ……………大さじ 1
ゼラチン …………… 2g
マスカルポーネチーズ
……………………100g
牛乳 …………… 50ml
砂糖 …………… 30g
生クリーム ……… 50ml
プレーンヨーグルト
………………………50g
ラム酒…………… 少々
カステラ
…………厚さ5mm×8枚
ミントの葉 ……… 4 枚

　トマトコンポート Ⓐの砂糖、白ワイ

ン、水を火にかけ、砂糖が溶けたら湯む

きしたミニトマトを入れて火から下ろし、

冷めたら冷蔵庫で冷やします。

　トマトジャム Ⓑのトマトを湯むきして

ざく切りにし、砂糖と共に火にかけ、

時々あくを取りつつ、木べらで混ぜなが

ら煮詰め、半量になったらレモン汁を加

えて一煮立ちさせ、ざるでこして冷まし
ます。

　水にゼラチンを加えてふやかし、電

子レンジで15秒加熱して溶かします。

マスカルポーネチーズと牛乳、砂糖を

泡立て器でよく混ぜ、ゼラチンを加え

て、氷水でボウルの底を冷やしながら

混ぜます。とろみが付いたら泡立てた

生クリームとプレーンヨーグルトを加

え、香り付けにラム酒を加えます。

　カステラをカップの側面に貼り付け、

③を入れて冷やし固め、上に②をかけ

て①とミントの葉を飾って出来上がり。

１

2

3

４

れな

長女 伶名 ちゃん（6歳）
あおと

長男 葵斗 くん（９歳）

おじいちゃん・おばあちゃん

いつまでも二人仲良く善明　勝之 さん

       　  信子 さん

ぜんみょう かつゆき

のぶこ

祖父母からの
コメント

穴生支店管内
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    当  選  者

答え
A B C D E

読者プレゼント
プレゼント応募・お便り投稿方法
①住所②氏名（ふりがな）③年齢④電話番号
⑤クイズの答え⑥「きたきゅう」に対するご意見ご感想
を必ずご記入の上、次の宛先までご応募ください。

「農協全国商品券」1000円分
直売所、購買店舗でも使える

クイズ応募者の中から抽選で３名様にプレゼント！！

〒807-1263 北九州市八幡西区金剛2丁目3-3
JAだより「きたきゅう」 読者のページ係
619 -2381 
kouhou@ja-kitakyu.or.jp

※お便りは割愛または補足させていただくことがあります。

応募締切

6月23日（金）
（消印有効）※個人情報は、賞品の発送のみに使用します。

編
集
後
記

JA北九やすらぎ会館

海老津斎場 水 巻 斎 場 遠賀駅前斎場

小 倉 斎 場若 松 斎 場
0120(282)505 0120(202)699 0120(293)404

0120(791)303

フリーダイヤル フリーダイヤル フリーダイヤル

フリーダイヤル

0120(422)731
フリーダイヤル

八 幡 斎 場

0120(619)570
フリーダイヤル

http://www.ja-kitakyu.or.jp/

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

石井トヨ 子  
大庭喜代子
貞苅　順子

様
様
様

訃報
謹んでご冥福をお祈り申し上げます

令和5年4月の葬儀のうち、喪主の方の承認を
いただいた故人名を掲載しております。

ヨコのカギ タテのカギ
１
2

1
4

21
22

14
17

7
9

13

12
13

8

3

15
16
19
20

11

6
5

１年で一番昼が長い日
徳川家康が晩年を過ごした――城
不動産会社が売買するものの1つ
『落穂拾い』や『晩鐘』を描いた画家
奈良や鎌倉のものが有名
テッセンとも呼ばれるキンポウゲ科の花
相撲取りが踏みます
抑揚のないせりふ回しは
トウモロコシやゴーヤーが多く出回る
季節
弁当箱にご飯と一緒に詰めます
――コート、――ブーツ
円周率を表す文字
ネタとシャリで作ります

招く側がホストなら、招かれる側は
タマネギを切ると出ることも
建てたばかりの建物のこと
数字のゼロを日本語でいうと
サーブ→――→トス→アタック
「海鼠」と書く生き物
置き時計はクロック、腕時計は
仕事や用事がない空き時間のこと
コショウ、ナツメグ、シナモンなど
プールの授業のときに着ます
領収書に収入――を貼った

10

18

出題：ニコリ

ハガキ

ＦＡＸ
メール

４月に入組した後藤職員とともに広報の取材にお邪

魔する機会が増えてきました。広報は農業や組合員の

皆様の声をたくさん聴くことが出来る貴重なお仕事、

後藤職員とともに、負けないように、これからもがん

ばりますのでよろしくお願い致します。（岡田）

ハ
ル
ガ
ス
ミ

４
月
号
の
答

　
え

娘といっしょにパズルしてい

ます。楽しいです。

スマイルキッズの親子さんそっくり
ですね。元気に育ってください。

（遠賀町　I・Tさん）

（八幡西区　T・Kさん）

（小倉南区　H・Tさん）

「夫婦二人三脚」のご夫婦は

いつも年齢よりずっと若く、は

つらつとされた素晴らしい方

ばかりで、ほほえましく思いま

す。

楽菜クッキングの菜の花餅す
ごくおいしそうです。ちょっと
難しそうですが作ってみようと
思います。いつもありがとうございます。これ

からも娘さんと一緒にパズル楽し

んでくださいね。

とてもそっくりでしたね！ホークス（鷹）のように強くたくましく志を持ってほしい
というご両親の願いに応え、元気に育っ
てほしいですね！ 

取材に伺い、年齢を聞くたび私も

驚かされます。これからもお体を

大切に元気にすごして欲しいで

す。

楽菜の菜の花餅とってもおいしいで
す！是非作ってみてください！

（遠賀町　O・Mさん）

篠原　綾野 様 小倉南区新道寺大場　義信 様 若松区赤崎町

年金受給者の同居のご家族様を対象に葬儀や法要に
係るサービス・特典がご利用いただけます。

年金振込をご指定の方々への特典

葬儀に
かかる費用

５％
OFF

葬儀及び法要に
伴う仕出し料理＋ ▶

お受け取りの皆様へ
JAで年金を

※年金友の会（年金受給者）以外の方は「やすらぎ会
員（特典付き定期積金・定期貯金）」へ加入されます
と同様の特典・サービスが受けられます。

※この他に、様々な特典やサービスがございます。

祭壇・お棺・お骨壺・霊柩車20％程度割引など

組合員特典

当ＪＡ組合員は、

組合員特典＋年金友の会割引で、 お得です。

6月の無料税務相談会 ※ご相談希望の方は事前に
　電話でご予約ください

6月8日㈭

6月12日㈪

西部地区

遠賀中間地区

不動産センター
（八幡西区穴生1-8-2） 9時～１2時 ☎６44-0233

☎293-25009時～１5時遠賀支店
（遠賀町今古賀631-5）

6月13日㈫東部地区 ☎９３１-１１３１9時～１2時小倉支店
（小倉南区富士見2-8-1）

日　　程対象地区 場　　所 相談時間 連絡先

年金についての疑問・質問に専門の社会保険労務士が
ご相談をお受け致します。
①年金手帳 ②年金証書 ③年金加入記録のお知らせ ④年金請求書 ⑤印鑑
①～⑤をご持参いただくとより詳しく相談できます。
※事前に電話にて予約をお願いいたします。

6月の年金相談会

6月17日㈯ 9時～12時遠賀支店
（遠賀町今古賀６３１-５）

日　　程 場　　所 相談時間 連絡先

☎２９３-２５００

6月24日㈯ 9時～16時折尾支店（三ヶ森支店合同開催）
（八幡西区光明2-12-3） ☎６９１-３１３７

募集中
こんなお悩み御座いませんか？

所有している不動産の維持管理で困っている…
相続した不動産を売却したい…
所有している不動産を何か活用できないか…

不動産に関するお悩みは、
一度ご相談下さい！！！

戸建
土地
事業用

北九州農業協同組合

不動産センター
北九州市八幡西区穴生1-8-2
093-644-0233 
fudousan@ja-kitakyu.or.jp 

住　所

T E L

E-mail

JA北九からの

未
来
を
拓
け

　変
化
に
挑
め
。

RECRUIT 2024

2024年度JA北九職員採用募集

詳しくはWEBで

〒807-1263 福岡県北九州市八幡西区金剛二丁目３番３号
／北九州農業協同組合　採用担当

問合せ先／応募先

職

　種

試
験
日
程

総合職

応募期間：令和５年５月１５日（月）～
 令和５年６月１４日（水）必着
一次試験：令和５年６月２６日（月）
 ／試験内容：学科試験・適性試験
二次試験：令和５年７月１３日（木）
 ／試験内容：一次面接
三次試験：令和５年７月下旬　　　
 ／試験内容：最終面接

応
募
手
続

就職情報サイト「マイナビ2024」「リクナビ2024」よりエントリー
❶エントリーシート❷最終学歴の学業・成績証明書❸卒業見込証明
書（もしくは卒業証明書）エントリー後、❶～❸の書類を応募先に郵
送してください。

※❶についてはWEBエントリー可　詳しくはマイナビ・リクナビより
　ご確認ください。

TEL 093-619-2375

WEB https://ja-kitakyu.or.jp

JA北九 マイナビ 2024

JA北九 リクナビ 2024

売却物件
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特
典

特
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特
典

特
典

お申込日・お借入日
どちらか低い方の
金利を適用！

1.1%引下げした
金利を適用！

一般団信および
一部の特約団信は 一部繰上返済

手数料無料！


